








































































































































































































グ を 行 っ た 。 分 析 に は 、 ユ ー ザ ー ロ ー カ ル  テ キ ス ト マ イ ニ ン グ ツ ー ル
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）を用いた。  
この方法により、ワードクラウド・単語出現頻度・共起キーワード等の分析結果を得た。










　【名詞】は、全体で 2,443 語集計され、上位 20 位までで 852 語（35％）を占
めていることが分かる。単語出現頻度の第 1 位は、「ボランティア活動」、次い
で「先生」、それから「子ども達」「子ども」が高い値を示した。スコアの第 1
位が「ボランティア活動」、第 2 位が「子ども達」、第 3 位が「児童」であった。
　【動詞】は、全体で 1,406 語集計され、上位 20 位までで 727 語（52％）を占
めていることが分かる。単語出現頻度の第 1 位は、「思う」、僅差で第２位に「で
きる」、第 3 位が「学ぶ」となった。スコアの第１位に「学ぶ」が圧倒的な値
を示した。続いて、第 2 位が「関わる」、第 3 位が「できる」であった。
　【形容詞】は、全体で 251 語集計され、上位 20 位までで 212 語（84%）を占
めていることが分かる。出現した言葉の値には大きな差が見られない。単語出
現頻度の第 1 位は、「良い」、第 2 位が「多い」、第 3 位が「すごい」であった。
スコアは、20 位までの単語では、第 1 位が、「難しい」がとなっているが、頻



















名詞 頻度 スコア 動詞 頻度 スコア 形容詞 頻度 スコア
1 ボランティア活動 129 1122.86 思う 110 良い 35 1.65
2 先生 127 92.99 できる 101 12.50 多い 22 1.39
3 子ども達 72 398.01 学ぶ 63 111.77 すごい 22 1.08
4 子ども 70 115.79 くれる 48 楽しい 19 0.84
5 授業 56 行く 45 いい 18
6 小学校 47 感じる 38 難しい 16 2.01
7 児童 45 206.05 いく 32 嬉しい 14
8 クラス 45 関わる 27 18.69 よい 11
9 今回 34 考える 27 強い 8
10 指導 29 言う 27 ほしい 7
11 経験 28 入る 26 厳しい 6
12 1人 28 しまう 25 うれしい 6
13 注意 23 分かる 24 優しい 5
14 活動 21 聞く 23 大きい 4
15 大切 20 教える 20 悪い 4
16 担任 17 遊ぶ 19 わかりやすい 3
17 教師 16 わかる 19 危ない 3
18 幼稚園 16 行う 18 忙しい 3
19 対応 16 違う 18 少ない 3
20 学級 13 話す 17 うまい 3
































































































のまとめ」として読むのではなく、「1 本 1 本のレポートの中から、教育的タク
トを構成する 4 つの要素を拾い出す」という視点で扱えば、彼らの得た学びを、




























第１要素 第２要素 第３要素 第４要素
教育的敏感さ 教育的な感覚 教育的判断 教育的行為
















体の動かし方などに大きな差があり…』－ （32 番） 
 
『…あまり目立たないようにメモをしていたつもりだったが、すごくよく、子どもは人を










































































　実施期間　2019 年 8 月～同年 9 月





　参加動機　講義　42 名　（93%）/ その他、友達や先輩の誘いによる　3 名（7%）
　ボランティアの校種　　小学校　45 名（100%）　　幼稚園等　1 名（2%）
　ボランティア活動回数　10 回まで　7 名　（15%）
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学生ボランティア活動に関する考察90
　　　　　　　　　　　　11 から 20 回まで　10 名　（22%）
　　　　　　　　　　　　21 から 30 回まで　18 名　（40%）　　















































































3 回生 2 回生
先生の道を諦めました。
（6 回から 10 回参加）
小学校の教員にはならないことを決
心した。（6 回から 10 回参加）
正直行くのがしんどくて、嫌になっ




生じた。（11 回から 20 回参加）
教員という仕事の大変さと責任のお
もさを感じ、自分にできるか不安に
















































「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」平成 9 年以降、同 26 年 4 月、
同 27 年 12 月に一部改訂された　文部科学省・厚生労働省・経済産業省の３省による文書、
2020 年 9 月 22 日参照、
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2015/12/15/1365292_01.pdf
国立大学法人上越教育大学、　2020 年 9 月 22 日　参照、　
https://www.juen.ac.jp/080faculty/teachingpractice.html　
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